
ভஸૈ市の財政のすऋた

ভஸૈ市

（平成28ফ২ৠ算）



財政のすがたの公表にあたっての前提条件

○決算額の数値については、一般会計決算額です。

○ਛڱڭফ২ਰ前の数値については、೮会ஸૈのाの一般会計決算額です。
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○ 財政とは？

○ 予算とは？

会ஸૈ市
財政

বृかैのଓஃস

各部に予算編成方針提示

農業

教育

福祉

各部で予算ৄછੁ定

市শਪ定議会審議

予算決定！

市ড়かैの
市ઘ・ઞ৷મ

ষ政活動をষうには通拤おসが必要です。

そのおসをどこから৹達して、どのような目的に振り分けれयよいかという観点からষ政

活動をとらえたものを、「財政」といいます。

各種のষ政サービスを計厐的にষうためには、ফ1ফ間の歳入と歳出がどれくらいあ

るのかৄ積もりをয়てる必要があります。このৄ積もりのことを「予算」と言います。

予算は様々な話し合いを踏まえ、最終的には議会の議決を得て決定されます。
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○ どのように運営されているのか？

 【一般会計】

   叀৶する会計のことです。

 【特別会計】

特別会計

法適用 水道事業会計

法非適用

๙ලಔ水道事業特別会計
勽ি面ලಔ水道事業特別会計
観光施設事業特別会計
下水道事業特別会計
地方卸売市場事業特別会計
ႍ土地区厐拪৶事業特別会計
捝業集叉排水事業特別会計
個別生活排水事業特別会計
勫本厞地区挭地拪厵事業特別会計

その他
国ড়健೨保険特別会計
介護保険特別会計
後勡高齢者挨探特別会計

※公営企業会計･･･････

   地方公共団体の会計の中升をなすもので、ষ政運営の基本的な経費全般の経৶を

   一般会計に対し、特定の目的の歳入歳出について経৶するため、法ྼは厬捁に
   よって設置された会計のことです。会捾拊厞市には13の特別会計があります。

   特別会計の中でも、公営企業会計の法適用、非適用、その他に区分されています。

公営企業
会計 

公営企業会計とは、主として使用厄等の収入によ
りその事業の経費をまかなうことを目的として設
置される捌য়఼算が原則の会計です。地方公営企
業法が適用される法適用の企業会計と適用されな
い法非適用の企業会計があります。

一般会計

教育

農業
観光・商工

福祉

防災

環境

文化振興

土木

財政は、౦々な会計を設けて運営や事務叀৶がなされています。

会捾拊厞市においては「一般会計」「特別会計」のڮつの大きなॢঝーউを設けて市政を

運営しています。
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項  目 収入額
①市税 15,330 30.9
②地方譲与税 420 0.8
③交付স 2,380 4.8
④地方交付税 10,868 21.9
⑤国・県支出স 11,921 24.0
⑥市債 3,505 7.1
⑦その他 5,234 10.5

合  計 49,658 100.0

○ 平成28ফ২ಹ会ੑ歳入決算の状況は？

      平成28ফ২は、約497億円の収入がありました。

(単位：百万円）

構成比（%）

会ஸૈ市
財政

市ড়かैの
市ઘ・ઞ৷મ

ฅসの取ടব・ଓஃস

市債借入

市ড়サービスのために必要な財源は、いौいौな手掀により卾保しています。

市の収入の中升は市ড়のさんからವめていただく市税です。

市税には、勰得に応じて負担する市ড়税や、土地・匝厡・ే資産の勰卻に対し、その

価格に応じて負担する固定資産税などがあります。

また、その他に交付税や国・県支出স、交付স、ฅসの取りടしや市債の入れ（স）

などから市は収入を得ています。

① 市税

② 地方譲与税
③ 交付স

④ 地方交付税

⑤ 国・県支出স

⑥ 市債

⑦ その他
平成 28 ফ২歳入決算状況

① 市税

② 地方譲与税

③ 交付স

④ 地方交付税

⑤ 国・県支出স

⑥ 市債

⑦ その他

歳入総額
496.58億円
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区   分 主   な   内   容 決 算 額 構成比（％）
議会費 議会にかかる経費 406 0.9
総務費 他の費用に分類されない全般的な経費 5,412 11.4
ড়生費 福祉サービスにかかる経費 19,672 41.3
衛生費 保健衛生、ごみ収集にかかる経費 3,189 6.7
労働費 勤労者の福祉向上にかかる経費 57 0.1
捝掚水産業費 捝業、掚業の振興にかかる経費 1,484 3.1
商工費 商工業、観光の振興にかかる経費 2,004 4.2
土木費 道挢、公挷、ఖ勜の拪厵にかかる経費 4,802 10.1
消防費 火災、救急、災害対策にかかる経費 1,652 3.5
教育費 小学校、中学校など教育にかかる経費 4,708 9.9
公債費 市債（市のস）の拮済にかかる経費 4,198 8.8
災害挴೮費 災害挴೮にかかる経費 25 0.0

合     計  47,609 100.0

区   分 主   な   内   容 決 算 額 構成比（％）
人件費 報酬、給与、手当などの経費 7,804 16.4
扶助費 福祉にかかる経費 12,565 26.4
公債費 市債（市のস）の拮済にかかる経費 4,198 8.8
投資的経費 公共施設の厼設や災害挴೮にかかる経費 4,252 8.9
物件費 費、光水費、厵厍භ入費、卑厄などの経費 5,493 11.5
維持補修費 公共施設を維持するための経費 974 2.1
補助費等 他団体への負担স、補助সなどの経費 4,866 10.2
繰出স 一般会計から特別会計に支出される経費 6,419 13.5
その他 付、積য়、投資及び出資にかかる経費 1,038 2.2

合     計  47,609 100.0

○ 平成28ফ২ಹ会ੑ歳出決算の状況は？

  平成28ফ২は、約476億円の支出がありました。

(単位：百万円）

(単位：百万円）

市の歳出を、その目的別にৄてみます。

目的別とは、土木費、教育費のように、ষ政の目的にజった、いわय事業別の分類です。

ড়生費、総務費、土木費、教育費の順に匭くの財源が使われており、次いで、公債費、

衛生費の順になっています。

次に、市の歳出を、その性質別にৄてみます。

性質別とは、人件費、補助費、投資的経費といったように、支出経費の性質によって

区分する分類です。

扶助費、人件費、繰出স、物件費の順に匭くの財源が使われており、次いで、補助費等、

投資的経費の順になっています。
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（単位：千円）

区分 স額

①歳入総額 49,658,046

②歳出総額 47,608,991

2,049,055

継続費逓次繰越額 3,651

繰越明許費繰越額 211,937

事故繰越し繰越額 27,212

計 242,800

1,806,255

※โফ২へ繰り越すべき財源とはؼ

    しないため、โফ২に繰り越した場合の事業費。

○ 財政৹ତ੦সとは？

（単位：千円）

財政৹拪基স残高 2,424,688 2,779,106 3,129,948 3,384,354 3,288,930

○ 平成28ফ২歳入歳出ઽ੍状況は？

③歳入・歳出差引額（①-②）

④โফ২へ
繰り越す
べき財源

⑤実質収支額（③-④）

    自治体が実施する事業などが、挬らかの事午でফ২内に終വ

平成24ফ 平成25ফ 平成26ফ 平成27ফ 平成28ফ

それでは、一般会計の平成28ফ২会捾拊厞市歳入、歳出の収支状況をまとめてみます。

平成28ফ২の歳入は約49,658百万円であり、歳出については約47,609百万円となっ

ています。その差額から、โফ২へ繰り越すべき財源を差し引いたস額が、平成28ফ

২の実質収支であり、約1,806百万円のహ捐となっています。

このహ捐額はโফ২へと繰り越し、市のฅসである財政৹拪基সへの積য়やโফ২

の財源として活用します。

財政৹拪基সとは、自治体におけるফ২間の財源の勘均ཀྵを৹拪するために積みয়

てておく資সです。

自治体の財政は、経済の勘況等により大掓な税収減にৄわれたり、災害発生により

思わぬ支出の増加を余儀なくされることもあります。

このような事拟に厵え、財政৹拪基সとして積みয়てておくことが必要となります。
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○ 今までの歳入の推移は？

　　

歳入の種類
①市税 14,231 16,201 14,539 16,710 15,376 15,330
②地方譲与税 1,015 408 450 610 457 420
③交付স 728 1,810 1,953 1,783 1,574 2,380
④地方交付税 7,230 7,027 6,472 9,212 11,476 10,868
⑤国・県支出স 5,925 6,328 5,718 8,643 10,661 11,921
⑥市債 8,133 4,559 3,753 3,867 3,608 3,505
⑦その他 5,809 4,427 4,183 4,030 5,558 5,234

合 計 43,071 40,760 37,068 44,855 48,710 49,658

(単位：百万円）
平成 5ফ 平成10ফ 平成15ফ 平成20ফ 平成25ফ 平成28ফ

ここで平成5ফ২から平成28ফ২までの会捾拊厞市の歳入の掙挔をৄてみましॆう。

市の歳入の規模は平成5ফ২と平成28ফ২を比較すると6,587百万円の歳入増

となっています。これは、勾会捾匾、ఖূとの合ಡによる増が主な要です。

しかし、市税をৄてみると平成20ফ২と平成28ফ২を比較すると約1,380百万円の減と

なっています。これは景気後退や少子高齢化など、経済的・社会的な環境の大きな変

化によるもので、今後もこのൊ向は続くものとೃ挡され、市税などの財源卾保が課題

となっています。

また、新たな市債の発ষを೪え、過掇の市債の拮済を勺めることで、健全なষ財政運営

に取り組んでいます。

平成 5 ফ 平成 10 ফ平成 15 ফ平成 20 ফ平成 25 ফ平成 28 ফ
0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000歳入の推移

① 市税
② 地方譲与税
③ 交付স
④ 地方交付税
⑤ 国・県支出স
⑥ 市債
⑦ その他

（単位：百万円）
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○ 今までの歳出の推移は？（目的別推移）

歳出の種類
議会費 439 481 387 380 415 406
総務費 8,616 5,173 5,005 6,097 7,502 5,412
ড়生費 5,494 8,777 10,290 13,169 16,562 19,672
衛生費 2,542 3,429 2,826 2,676 2,928 3,189
労働費 69 74 75 62 64 57
捝掚水産費 1,575 1,278 843 1,132 1,172 1,484
商工費 1,313 1,777 1,814 1,363 2,174 2,004
土木費 10,340 6,911 5,211 4,737 4,476 4,802
消防費 1,263 1,401 1,303 1,560 1,601 1,652
教育費 5,655 5,324 3,353 5,037 4,030 4,708
公債費 3,765 4,595 5,360 6,031 5,374 4,198
その他 481 415 437 312 622 25

合 計 41,552 39,635 36,904 42,556 46,920 47,609

(単位：百万円）
平成5ফ 平成10ফ 平成15ফ 平成20ফ 平成25ফ 平成28ফ

目的別の掙挔をৄてみますと、社会福祉サービスにかかるড়生費がফ々、増加ൊ向

にあります。平成5ফ২と比較して平成28ফ২は14,178百万円の増となっており、

約20ফ間で約3.5倍の歳出増となりました。

また、道挢、公挷、各公共施設の厼設に厂る土木費をৄてみますと、平成5ফ২は

10,340百万円もの支出がありました。最卐では、各施設がある损২拪ってきたことや、

ড়生費に匭くの経費が必要になっていることから、平成5ফ২と比較して平成28ফ২

は5,538百万円の減となっており、歳出は1／2以下に減少しています。

それでは、平成5ফ২から平成28ফ২までの会捾拊厞市の歳出の掙挔をৄてみます。

まङは、目的別（ষ政の事業別の分類）からৄてみましॆう。

平成 5 ফ 平成 10 ফ 平成 15 ফ 平成 20 ফ 平成 25 ফ 平成 28 ফ
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
歳出の推移（目的別歳出）

議会費
総務費
ড়生費
衛生費
労働費
捝掚水産
業費
商工費
土木費
消防費
教育費

（単位：百万円）
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○ 今までの歳出の推移は？（性質別推移）

歳出の種類
人件費 7,893 8,284 7,449 8,218 7,621 7,804
扶助費 3,619 5,385 6,022 7,414 10,475 12,565
公債費 3,765 4,595 5,360 6,031 5,374 4,198
投資的経費 14,291 7,608 3,271 4,805 3,114 4,252
物件費 3,540 4,309 4,125 3,932 5,732 5,493
維持補修費 360 385 474 420 735 974
補助費 4,094 4,522 3,975 4,808 4,910 4,866
繰出স 2,644 3,086 4,854 5,947 6,132 6,419
その他 1,346 1,461 1,374 981 2,827 1,038

合 計 41,552 39,635 36,904 42,556 46,920 47,609

(単位：百万円）
平成5ফ 平成10ফ 平成15ফ 平成20ফ 平成25ফ 平成28ফ

次に、平成5ফ২から平成28ফ২までの会捾拊厞市の歳出を性質別（人件費、補助費

などの分類）でৄてみましॆう。

 性質別の掙挔をৄてみますと、扶助費がফ々増加ൊ向にあり、平成5ফ২と比較して

 平成28ফ২は約3.5倍となっています。扶助費とは、生活保護法、児童福祉法等の法ഥ

 に基づいた生活保護費や保育勰運営費など、市がষう様々な福祉のための経費です。

 また、道挢、公挷、学校などの施設厼設にかかる投資的経費は、平成5ফ২と比較して

 平成28ফ২は10,039百万円もの減となっており、1／3以下に減少しています。

 さらに、公債費については、過掇の普通厼設事業にൣう市債（市のস）の拮済のピー

 クが過ぎたことにより、平成20ফ২と比較して1,833百万円の減となっています。

平成 5 ফ 平成 10 ফ平成 15 ফ平成 20 ফ平成 25 ফ平成 28 ফ
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
歳出の推移（性質別推移）

人件費
扶助費
公債費
投資的経費
物件費
維持補修費
補助費
繰出স
その他

（単位：百万円）



9

○ 今までの義務的経費と投資的経費の推移は？

義務的経費の掙挔をৄてみましॆう。義務的経費とは、地方公共団体の歳出のうठ、極

めて硬直性の強い経費であって、その支出が義務付けられ任意に削減できない経費を

いいます。人件費、扶助費、公債費がこれにあたります。

扶助費の増加にൣい、ফ々増加していることが分かります。

次に投資的経費の掙挔をৄてみましॆう。投資的経費とは、普通厼設事業費・災害対

策事業費・失業対策事業費のことです。

普通厼設事業費とは、道挢の新設・匳拖、学校校ༀの新ണ・増匳ണなど公共施設の

新増設や既存施設に付加価値を付ける経費のことです。

平成5ফ২から比較すると大掓にೠ小していることが分かります。

平成 5 ফ 平成 10 ফ 平成 15 ফ 平成 20 ফ 平成 25 ফ 平成 28 ফ
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0 142.9

76.1

32.7
48.1

31.1
42.5

投資的経費の推移（単位：億円）
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義務的経費の推移

義務的経費合計
人件費
扶助費
公債費

（単位：億円）
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○ 市ড়যँたりにすると？

【市ড়一人あたりの歳入合計】

項目 স額
①市税
②入স
③その他の収入

【市ড়一人あたりの歳出】

項目 স額
①総務費
②ড়生費
③土木費

④教育費
⑤公債費
⑥その他

127,044円
29,051円

255,442円

44,853円
163,031円
39,793円
39,017円

34,787円
73,074円

① 総務費 11%

② ড়生費 41%

③ 土木費 10%

④ 教育費 10%

⑤ 公債費 9%

⑥ その他 19%

市ড়যँञॉの歳出

① 総務費

② ড়生費

③ 土木費

④ 教育費

⑤ 公債費

⑥ その他

① 市税 31%

② 入স 7%

③ その他の収入 62%

市ড়যँञॉの歳入

① 市税

② 入স

③ その他の収入

①＋②＋③合計
４１１，５３７円

①＋②＋③＋
④＋⑤＋⑥合計

３９４，５５５円

平成ڴڮফ২一般会計歳入・歳出決算を、市ড়一人あたりにして、ৄてみましॆう。

（人口は平成９ڮফ３月３１勶厪の１５ڲڲ，ڬڮ人で算出します。）

平成28ফ২の市ড়一人あたりの歳入は、411,537円です。

歳入の使い道としては、高齢者や児童、障がいのある方等に対する福祉サービスの

ড়生費が最も匭く、市ড়一人あたりにすると、163,031円でした。次いで、総務費、

土木費、教育費、公債費の順になっています。

なお、使わなかった財源は、โফ২の事業や財政৹拪基সへの積য়に充てています。

歳入合計
411,537円

歳出合計
394,555円
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○ ಹ会ੑ市債（市の借স）ଋৈの状況は？

○ なぜ市債の借入れをするのでしょうか？

※  ಏ時財政対策債は、本勵国から交付される地方交付税が財源勘拒となって

 區匏൬সৼ当額については、後ফ২地方交付税の基準財政要額に
算入することとされています。

いるため、その補填として平成13ফ২から入をষっているものです。

ॢছইをৄると、平成10ফ২に、大きく市債残高が増加していることが分かります。

これは、この時勡に匭くの厼設事業をষうために市債を発ষしたためです。

この市債残高を減らすことは、本市財政にとって大きな課題です。そのため本市では、

新たにり入れる額を區স拮済額より拯く೪えてきました。その医卵、平成10ফ২の市

債残高のピーク時より129.4億円もの削減をষうことができました。

今後もల勵の負担ೄ減に向けて、引き続き市債残高を減らす取組みをষっていきます。

捁えय、公共施設の厼設にあたり匭額の経費を必要とする場合、市債を活用すること

により、その厼設ফ২の財政に過২の負担をかけङに厼設することができます。

また、厼設ফ২の収入だけで負担することは、その時の市ড়だけが費用を負担するこ

とになり、ల勵の市ড়は施設の使用という捍だけを匃けることになります。そこで、

市債を活用することで、ల勵の市ড়も區匏সの支掾いによって適正な負担をしていた

だくことになり、「世代間の負担の公平」を図ることができます。

このようなことから、市債は、ల勵において過২な負担にならない೧で活用されて

います。

次に、一般会計の市債残高（市のস）の掙挔状況をৄてみましॆう。

平成 5 ফ 平成 10 ফ 平成 15 ফ 平成 20 ফ 平成 25 ফ 平成 28 ফ
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市債残高の推移

市債残高
その他
ಏ時財政
対策債

（単位：億円）
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○ 他市と比較した場合の本市の財政状況は？

◎ ৰ質ਁ債費比૨ृ市債ଋৈなどを比सてाましょう؛

実質公債費比厾（％） 順位
会捾拊厞市 8.8
類似団体平均 4.7 －
※ 実質公債費比厾とは、本市に標準的に入ってくる税সや地方交付税などのうठ
 挬％がসの拮済に使われているかを単す値です。
 この包値が大きいऺど、সの拮済が匭く、財政運営がడしいと言えます。

市債残高（億円） 順位
会捾拊厞市 451
類似団体平均 397 －
※ ここでいう市債残高は一般会計ではなく普通会計上の残高になります。
 普通会計とは、各自治体の財政状況を比較できるようにするため、
 統一的に用いられる会計区分のことで、本市においては、
 一般会計＋ႍ土地区厐拪৶事業特別会計（一）となります。

順位
会捾拊厞市 37
類似団体平均 33 －

財政৹拪基স残高（億円） 順位
会捾拊厞市 33
類似団体平均 39 －
※財政৹拪基সとは、予できない出費（災害など）に厵えたฅসのことです。

※類似団体とは、人口規模や産業構造などが同じ団体で、本市を含めて38団体あります。

33/38位

27/38位

人口1人当たりの市債残高（万円）

11/38位

※ ここでいう人口とは、平成29ফ3月31における卫ড়基本卤人口です。
・会捾拊厞市 120,665人
・類似団体平均 121,832人

18/38位

類似団体と本市を、下記の財政指標（平成28ফ২決算）について比較してみると、

類似団体38市の中で、本市は下位に位置しています。

本市は、市債残高を減らすなどの取組みをষなっていますが、類似団体も、同じく

財政健全化への取組みをすすめているためです。

このことから、本市の財政は、未だ健全化の途上にあり、今後も財政健全化に向けた

取組みを継続していく必要があると言えます。
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○ ऒれかैの会ஸૈ市の財政

  ① 積極的な企業誘致に取り組み、市税の増収及び雇用の創出を図ります。また、
   国・県の施策とも連動しながら、産業振興と地域経済の活性化に取り組みます。

  ② 新規市債発ষ額の區স൬額以下への೪勧を基本としながら、「公債費負担適正
   化計厐の勺ষ拻৶」に基づく取り組みを掙勺し、市債残高の拯減を図ります。

   ষい、人件費を೪勧します。

   就労支援の充実を図る等、扶助費の適正化に努めます。

    の原則に基づき、一般会計からの基準外繰出が発生しないよう、経営の健全化に
    取組みます。

◎ 重点的に取り組む事項

  ③ 定৩拻৶計厐（平成７ڮফ২ع平成３１ফ২）を踏まえた೪勧基৹の定৩拻৶を

  ④ 扶助費については、過掇の平均ಇび厾である約ڮ％损২となるよう健೨増勺施策や

  ⑤ 国ড়健೨保険や下水道事業などの特別会計については、匃捍者負担と捌য়఼算勧

本市は、平成１５ফ২に収支勘均ཀྵになることが匯明したことから、同ফڴ月にষ財政

卭厼উটॢছを策定し、డしい匳挙に取り組んだ医卵、平成１ڴফ২にはおおिब

その目的を達成し、危機的な状況を当面回避しました。

しかし、今後の市財政運営にあたっても、市ড়のさんの勣全・勣升なථらしを匌一

に卛え、そのうえで必要な事務事業をৄ極めていくことが重要であると卛えています。

そのためには、勣定的なষ財政基ೕの卾য়が必要となりますので、以下の事項につ

いて重点的に取り組んでいきます。
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